


好 転 の 兆 し

介護サービス事業 ４５２万円 全員賛成 可決

公共下水道事業 ５億８６５５万円 全員賛成 可決

国 民 健 康 保 険 １８億５０４１万円 全員賛成 可決

後期高齢者医療 １億５９１２万円 全員賛成 可決

介 護 保 険 ８億　８００万円 全員賛成 可決

平成27年度 一般・特別会計予算を可決
一般会計56億3700万円　前年度対比 3億2600万円（6.1％）増
　町の命運を左右するといっても過言ではないＭＲＪの初飛行が、目前に迫りました。今年
１月には本社機能が空港ターミナルビルに移転し、本格稼働に向け着々と準備が進められて
います。
　こうした中、27年度の町財政は個人・法人町民税や固定資産税についても好転の兆しが
見え始めました。
　従来当初予算編成時には、財政調整基金（貯金）から繰り入れていた繰入金も14年ぶり
に行われず、本町財政の着実な回復が見え始めてきました。

特 別 会 計

地方交付税・地方特例交付金地方交付税・地方特例交付金地方交付税・地方特例交付金
 4400万円 4400万円 4400万円 4400万円

国・県支出金 7億3859万円
町債（借金） 7400万円町債（借金） 7400万円

歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入

町税町税
37億4763万円37億4763万円

国有提供施設等所在市町村国有提供施設等所在市町村国有提供施設等所在市町村
助成交付金 1億700万円助成交付金 1億700万円助成交付金 1億700万円

地方消費税交付金地方消費税交付金
 3億5000万円 3億5000万円

利子割・配当割・株式等譲渡所得・利子割・配当割・株式等譲渡所得・利子割・配当割・株式等譲渡所得・
交通安全対策特別交付金 2420万円交通安全対策特別交付金 2420万円交通安全対策特別交付金 2420万円

地方譲与税・自動車取得税地方譲与税・自動車取得税
 6500万円 6500万円

分担金及び負担金・使用料分担金及び負担金・使用料
及び手数料・財産収入・寄附金及び手数料・財産収入・寄附金

 1億7582万円 1億7582万円

繰越金 5300万円繰越金 5300万円繰越金 5300万円
諸収入 2億4248万円

繰入金 1528万円繰入金 1528万円
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本 町 の 財 政

議　　案 審議結果
情報公開条例及び個人情報保護条例の改正 全員賛成 可決

議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の改正

全員賛成 可決

職員の給与に関する条例の改正 全員賛成 可決

子ども医療費助成事業基金条例の改正 全員賛成 可決

国民健康保険税条例の改正 全員賛成 可決

社会教育センターの設置及び管理に関する条例の改正 全員賛成 可決

保育園の設置及び管理に関する条例の改正 全員賛成 可決

介護保険条例の改正 全員賛成 可決

愛日地方教育事務協議会規約の変更 全員賛成 可決

平成２６年度一般会計補正予算（第７号） 全員賛成 可決

平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 全員賛成 可決

平成２６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 全員賛成 可決

平成２６年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 全員賛成 可決

平成２６年度公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 全員賛成 可決

道路線の認定 全員賛成 可決

平成２６年度公共下水道事業特別会計補正予算（第５号） 全員賛成 可決

議会委員会に関する条例改正 全員賛成 可決

採択された意見書
◎年金積立金の適正運用の確保についての意見書　　　　　◎「女性が輝く社会」の実現に関する意見書

審 議 結 果

議　　案 審議結果
学習等供用施設の指定管理者の指定 全員賛成 可決

プールの指定管理者の指定 全員賛成 可決

工事請負変更契約の締結 全員賛成 可決

人権擁護委員候補者の推薦 全員賛成 承認

道路線の認定 全員賛成 可決

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正
する法律の施行に伴う関係条例の整備

全員賛成 可決

平成２７年度における固定資産税等に係る第１期の納期の
特例に関する条例の制定

全員賛成 可決

教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定 全員賛成 可決

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料に
関する条例の制定

全員賛成 可決

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の制定

全員賛成 可決

地域包括支援センター運営協議会設置条例の制定 全員賛成 可決

地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定
める条例の制定

全員賛成 可決

歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出歳出

公債費（借金返済） 1億4355万円 公債費（借金返済） 1億4355万円 

教育費 8億5122万円 教育費 8億5122万円 

消防費 2億8787万円 消防費 2億8787万円 

土木費 6億2983万円 土木費 6億2983万円 

商工費 8895万円 商工費 8895万円 商工費 8895万円 

農林水産業費 1億1592万円 農林水産業費 1億1592万円 

衛生費 6億9570万円 衛生費 6億9570万円 

労働費 5万円 労働費 5万円 

予備費 1000万円 

議会費 1億454万円 議会費 1億454万円 議会費 1億454万円 

総務費 8億444万円 総務費 8億444万円 総務費 8億444万円 

民生費 19億493万円 民生費 19億493万円 民生費 19億493万円 
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安全・安心で住みやすさを実感できるまち

（新）社会保障・税番号制度（マイナンバー制度） ５５４８万円

　　　防犯灯ＬＥＤ切り替え（ナトリウム灯100基） ２７３万円

　　　防犯カメラ設置（３カ所）（総合福祉センターしいの木、さざんか、ひまわり各2台） １８４万円

　　　臨時福祉給付 １３８０万円

（新）総合福祉センターさざんか指定管理 ９６９２万円

　　　子育て世帯臨時特例給付 ７５０万円

（新）商工会街路灯ＬＥＤ化補助（街路灯、看板 約100基） １８１万円

（新）中道地区、（継）大山川堤防道路用地購入・補償金 ９４５２万円

（新）久田良木川治水対策調査 ７６１万円

（新）神明公園バラ園設置（全国都市緑化フェアあいちのサテライト会場） ３６１万円

　　　木造住宅耐震改修委託 ２９１万円

（新）ＡＥＤコンビニ設置（町内7店舗） ６１万円

（新）３小学校（講堂、トイレ改修、増築等） １億６０２７万円

（新）県文連芸能大会事業補助 ５０万円

（新）スカイプール・スライダー改修 ５００万円

（新）スポーツ施設芝生広場整備 ２５３万円

主な新規・継続事業

バラが咲いたら見に来てね　　バラ園工事中

洋式トイレになるよ
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お得なプレミアム商品券！

ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

地域経済活性化を目的とした「プレミアム商品券」が販売される

販  売  総  額：3700万円（額面総額4400万円）

販　 売　 額：１冊10,000円（額面12,000円）
　　　　　　　500円券×24枚（プレミアム20％）
　　　　　　　全店共通券（取扱加入店利用可）16枚
　　　　　　　専用券（大型店利用不可）8枚

販  売  期  間：平成27年8月9日（日）午前9時～売り切れ次第終了

販  売  場  所：豊山町役場（8月10日以降は豊山町商工会）

利用可能期間：平成27年8月9日（日）～平成27年12月31日（木）

利用可能店舗：平成27年7月1日（水）広報とよやま掲載予定

　　　　　　　平成27年8月1日（土）新聞折り込み予定

豊山町商工会　TEL（0568）28－3800　FAX（0568）28－1183

プレミアム商品券の問い合わせ先

平成 21年に商工会が発行した商品券

プレミアム
商品券

平成 21年に商工会が発行した商品券

500 円
商品券

平成 21年に商工会が発行した商品券

プレミアム
商品券

平成 21年に商工会が発行した商品券

500 円
商品券
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安藤 春一 議員

Ｑ・合併の意思はあるか

よりよい町政へ

Ａ・合併は考えていない

よりよい町政へ

Q
昨
年
合
併
問
題
が

浮
上
、
噂
が
広
ま

っ
た
。
一
方
で
、
名
古
屋

市
合
併
が
バ
ラ
色
に
包
ま

れ
、
全
て
が
幸
せ
と
い
う

説
も
継
続
的
に
流
れ
て
い

る
が
、
看
過
で
き
な
い
。

　

町
も
議
会
も
、
合
併
問

題
を
ま
と
も
に
取
り
上
げ

た
形
跡
は
な
い
。
町
長
の

政
治
姿
勢
や
行
政
理
念
、

ま
た
22
年
12
月
議
会
で
の

「
周
辺
市
町
と
の
合
併
は

な
い
」
と
の
答
弁
か
ら
、

私
の
杞
憂
と
思
う
が
、
改

め
て
お
尋
ね
す
る
。

　

去
る
２
月
20
日
の
中
日

新
聞
「
Ｍ
Ｒ
Ｊ
、
５
月
末

初
飛
行
」
の
大
見
出
し
。

常
滑
市
は
開
港
10
周
年
の

祝
賀
モ
ー
ド
、
わ
が
豊
山

町
は
苦
節
10
年
と
対
照
的

だ
。

　

町
益
と
住
民
福
祉
の
た

め
に
耐
え
抜
い
た
鈴
木
町

政
は
今
後
、
Ｍ
Ｒ
Ｊ
等
の

恩
恵
を
町
と
住
民
に
ゆ
っ

く
り
と
受
け
て
も
ら
う
責

務
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
合

併
は
な
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
町
長
の
施
政
方

針
や
総
合
計
画
に
も
、「
合

併
」
の
文
字
は
見
当
た
ら

な
い
。A

平
成
11
年
以
降
全

国
的
に
市
町
村
合

併
が
推
進
さ
れ
、
平
成
22

年
３
月
を
も
っ
て
一
応
の

区
切
り
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
際
、総
務
省
は「
平

成
の
合
併
に
つ
い
て
」
と

い
う
報
告
書
を
ま
と
め
、

合
併
の
効
果
と
し
て
「
専

門
職
の
配
置
に
よ
る
組
織

体
制
の
充
実
」「
行
政
の

効
率
化
」、
問
題
点
と
し

て
「
周
辺
部
旧
市
町
村
の

活
力
喪
失
」「
住
民
の
声

が
届
き
に
く
く
な
る
」
を

あ
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
展
望
と
し

て
、
市
町
村
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
や
課
題
は
多
様

で
あ
り
、
合
併
を
中
心
と

し
た
対
応
で
は
な
く
、
市

町
村
の
多
様
性
を
前
提

に
、
自
ら
の
置
か
れ
た
現

状
や
動
向
を
踏
ま
え
、
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
最
大
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
住
民
同

士
の
親
密
さ
と
、
住
民
と

行
政
間
の
距
離
の
近
さ
で

あ
る
。
本
町
の
地
理
的
条

件
、
歴
史
文
化
、
産
業
構

造
等
の
特
徴
を
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
利
活
用
す

る
こ
と
が
、密
度
の
濃
い
、

適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
つ
な
が
る
。

　

平
成
25
年
度
の
町
民
意

識
調
査
結
果
に
お
い
て

も
、
本
町
に
住
み
続
け
た

い
方
の
割
合
は
５
年
前
に

比
べ
９
％
上
昇
し
て
お

り
、
合
併
は
考
え
て
い
な

い
。そ

の
他
の
質
問

　

総
合
計
画
の
立
案
と

検
証
は

＼一般質問／

Q A&よりよい町政へ

元気で住みやすい町へ
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TOYOYAMA
熊沢 直紀 議員

Ｑ・新電力、防犯灯の成果と
今後の対応は

Ａ・２カ年で270万円の削減効果

　

２
０
０
５
年
４
月
よ

り
、
高
圧
50 

kw
以
上
の

契
約
な
ら
ば
、
新
電
力
で

あ
る
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
契
約
で
き

る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
平
成
25

年
６
月
よ
り
町
の
施
設

が
、
中
部
電
力
か
ら
特
定

電
気
事
業
者
に
切
り
替
え

ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
尋
ね
る
。

Q
初
期
投
資
ゼ
ロ

で
、
契
約
変
更
す

る
だ
け
で
電
気
料
金
を
削

減
で
き
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
問
題
が
起
こ
っ
た
時

に
電
気
の
供
給
は
大
丈
夫

か
。A

総
務
部
長

　

中
部
電
力
と
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
契
約
が
あ
り
、

大
丈
夫
で
あ
る
。

Q
ど
こ
の
施
設
を
Ｐ

Ｐ
Ｓ
化
し
た
の
か
。

A
総
務
部
長

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、

豊
山
グ
ラ
ン
ド
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
し
い
の
木
等

11
施
設
で
あ
る
。

Q
削
減
率
は
最
大

８
％
ぐ
ら
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
ど
れ
く
ら

い
の
電
気
料
金
削
減
効
果

が
あ
っ
た
の
か
。

A
総
務
部
長

　

１
年
間
、
11
施
設
で

２
０
０
万
円
、
6.7
％
の
削

減
効
果
が
あ
っ
た
。

Q
契
約
者
は
ど
う

い
っ
た
業
者
か
。

A
総
務
部
長

　

東
京
都
に
本
社
を
置

く
、
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
協

同
組
合
で
あ
る
。

Q
平
成
25
年
６
月
１

日
よ
り
平
成
26
年

５
月
31
日
ま
で
の
１
年
契

約
が
済
み
再
契
約
を
さ
れ

た
が
、
随
意
契
約
か
。

A
総
務
部
長

　

二
酸
化
炭
素
排
出
係
数

が
最
も
低
い
業
者
で
あ
る

た
め
、随
意
契
約
で
あ
る
。

Q
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
も
一
部
試
験
的

に
設
置
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
現
状
何
基
で
電

気
料
金
削
減
効
果
と
今
後

の
計
画
は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長

　

平
成
24
年
・
25
年
の
２

カ
年
で
、
５
７
８
基
の
水

銀
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
。

年
間
２
７
０
万
円
の
削
減

効
果
が
あ
っ
た
。

＼一般質問／

Q A&

LED化が進む防犯灯
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水野 晃 議員

Ｑ・改正地方教育行政法に関わる問題
Ａ・町長は教育長を任用罷免できる。

教育長は、教育委員長と一本化

Q
①
愛
知
県
教
育
委

員
会
の
考
え
は
。

②
豊
山
町
教
育
委
員
会
の

考
え
は
。

③
豊
山
の
学
力
結
果
は
。

④
生
徒
の
指
導
・
対
策
は
。

⑤
学
力
向
上
に
は
何
が
必

要
と
考
え
る
か
。

A
①
平
均
正
答
率
等

を
一
覧
に
し
た

　

公
表
は
行
わ

な
い
考
え
で

あ
る
。

②
結
果
を
教
育

現
場
に
生
か

し
、
児
童
生

徒
の
学
力
向

上
に
役
立
て

る
こ
と
に
あ

る
。

③
概
ね
県
の
傾

向
と
同
じ
で

あ
る
。
実
施

年
度
に
よ
っ

て
は
、
得
意
科
目
が
異

な
る
た
め
変
動
し
て
い

る
。

④
学
校
が
工
夫
を
し
な
が

ら
指
導
方
法
の
改
善
に

努
め
て
い
る
。

⑤
教
師
の
指
導
力
、
恵
ま

れ
た
学
習
環
境
、
家
庭

で
の
理
解
と
支
援
が
大

切
と
考
え
る
。

Q
４
月
施
行
の
改
正

法
は
、
平
成
21
年

に
大
津
市
で
起
き
た
い
じ

め
自
殺
で
、
教
委
の
形
骸

化
が
批
判
さ
れ
、
議
論
が

始
ま
っ
た
。

　

首
長
は
、
新
教
育
長
を

任
命
、
罷
免
で
き
る
。
ま

た
、
首
長
の
権
限
も
こ
の

法
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　

以
下
４
点
に
つ
い
て
問

う
。

①
改
正
法
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

②
町
教
育
憲
章
を
必
要
と

考
え
る
か
。

③
改
正
法
に
よ
っ
て
、
町

長
、教
育
長
の
権
限
は
。

④
４
月
か
ら
教
育
委
員
会

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

か
。A

①
責
任
の
明
確

化
、
迅
速
な
危

　

機
管
理
体
制
の
構
築
、

首
長
と
の
連
携
強
化
を

柱
と
し
て
い
る
。

　
　

町
長
が
招
集
す
る
総

合
教
育
会
議
で
は
、
教

育
委
員
と
直
接
重
点
的

な
施
策
を
協
議
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
両
者
が
教

育
施
策
の
方
向
性
を
共

有
し
、
一
致
し
て
執
行

に
あ
た
る
。

②
法
改
正
で
は
、
教
育
の

中
立
性
、
継
続
性
、
安

定
性
が
前
提
で
大
綱
は

作
ら
れ
て
い
る
た
め
町

教
育
憲
章
の
必
要
は
な

い
。

③
町
長
は
、
教
育
長
を
任

用
罷
免
で
き
る
。

　
　

教
育
長
は
、
教
育
委

員
長
と
一
本
化
し
た

「
新
教
育
長
」
と
な
り
、

教
育
委
員
会
を
代
表

し
、
事
務
執
行
の
責
任

者
で
あ
る
。

④
総
合
教
育
会
議
が
設
置

さ
れ
、
町
長
が
大
綱
を

策
定
す
る
。

　
　

し
か
し
、
４
月
１
日

在
任
中
の
教
育
長
は
、

現
行
の
教
育
長
と
し
て

在
職
す
る
。

＼一般質問／

Q A&

ハーイ！先生　活発な授業風景

Ｑ
・
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
、
公
表
の
是
非

Ａ
・
結
果
は
公
表
し
な
い

とよやま議会だより　No.132　平成27年5月1日 8



TOYOYAMA
粟田 昌子 議員

Ｑ・ＭＲＪ生産拠点の支援策を問う
Ａ・協議して進める

Q
出
会
い
の
機
会
を
、

町
を
超
え
て
広
域

で
。
商
工
会
等
に
依
頼
し

て
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

商
工
会
は
独
自
に
事
業

展
開
。
依
頼
は
考
え
て
い

な
い
。

Q
交
通
に
対
す
る
取

り
組
み
は
。

A
理
事

　

町
民
生
活
へ
の
影
響
を

懸
念
し
関
連
機
関
と
協

議
。
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
、

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
便
、増
便
、

ダ
イ
ヤ
調
整
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。

Q
通
勤
対
策
に
つ
い

て
企
業
と
の
話
し

合
い
は
。

A
理
事

　

充
分
に
話
し
合
っ
て
い

る
。Q

駐
車
場
の
不
足
は
。

A
理
事

　

大
幅
な
増
加
は
難
し
い
。

Q
将
来
的
に
鉄
道
の

敷
設
は
。

A
理
事

　

名
鉄
小
牧
線
を
分
岐
し

て
名
古
屋
空
港
ま
で
の
延

伸
で
あ
る
と
思
う
が
、
膨

大
な
期
間
と
多
大
な
コ
ス

ト
ゆ
え
に
現
時
点
で
は
実

現
性
が
な
い
。

Q
26
年
度
、
三
菱

関
係
で
転
入
さ
れ

た
数
は
。

A
経
済
建
設
部
長

　

把
握
し
て
い
な
い
。
26

年
度
の
人
口
は
25
人
増
に

留
ま
る
。

Q
今
後
の
定
住
等
の

推
定
は
。
企
業
と

の
話
し
合
い
は
。

A
経
済
建
設
部
長

　

推
定
件
数
は
調
査
し
て

い
な
い
。
社
宅
等
の
住
宅

問
題
に
つ
い
て
は
特
段
聞

い
て
い
な
い
。

Q
今
後
予
想
さ
れ
る

児
童
数
の
増
加
は
。

A
教
育
部
長

　

６
年
後
、
小
学
校
で

１
１
５
人
増
。
中
学
校
は

53
人
増
。
要
因
は
、
宅
地

化
の
進
行
。

Q
新
栄
小
の
リ
フ
ォ

 

ー
ム
は
。

A
教
育
部
長

　

転
入
に
よ
り
１
、２
年

後
に
は
11
ク
ラ
ス
に
な
る

見
込
み
。
特
別
教
室
を
改

修
。２
ク
ラ
ス
増
設
す
る
。

Q
多
目
的
室
増
築
の

進
捗
状
況
は
。

A
教
育
部
長

　

27
年
度
予
算
に
工
事
費

を
計
上
し
た
。

Q
企
業
と
「
ギ
ブ　

ア
ン
ド
テ
イ
ク
」

で
、
求
め
ら
れ
た
ら
代
替

地
を
用
意
し
て
頂
き
老
朽

化
し
た
ス
カ
イ
プ
ー
ル
を

移
転
す
る
な
ど
町
の
地
図

が
書
き
換
え
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
に
つ
い
て
は
。

A
教
育
部
長

　

正
式
な
話
と
し
て
は
聞

い
て
い
な
い
。

＼一般質問／

Q A&

MRJ生産拠点

Ｑ
・
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ

を
広
域
で

Ａ
・
商
工
会
へ
の
依
頼
は
考

え
て
い
な
い

とよやま議会だより　No.132　平成27年5月1日9



岩村 みゆき 議員

Ｑ・交通量の多い通学路に
 カラー舗装を
Ａ・一定の基準を協議し進めていく

Q
志
水
小
学
校
区
の

グ
リ
ー
ン
舗
装
の

結
果
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。A

教
育
部
長

　

自
動
車
や
自
転
車
か
ら

の
視
認
性
を
高
め
、
路
側

帯
に
寄
ら
せ
な
い
抑
制
効

果
が
あ
り
交
通
事
故
防
止

が
期
待
で
き
る
。

Q
今
後
の
推
進
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
。

A
教
育
部
長

　

24
年
他
県
で
起
き
た
事

故
を
受
け
小
学
校
、警
察
、

道
路
管
理
者
等
が
、
緊
急

合
同
点
検
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
、
カ
ラ
ー
舗
装
が

出
来
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
一

定
の
基
準
を
建
設
課
と
協

議
し
た
う
え
で
進
め
て
い

く
。

Q
図
書
室
の
利
用
者

数
の
減
少
な
ど
、

現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

A
教
育
部
長

　

利
用
者
数
・
貸
出
冊
数

と
も
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
は
把
握
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
平
成
26
年
12
月

か
ら
図
書
の
貸
出
し
冊
数

を
12
冊
に
増
冊
し
た
。
し

ば
ら
く
推
移
を
見
守
る
。

Q
年
代
別
の
利
用
者

調
査
は
行
っ
て
い

る
か
。
少
な
い
年
代
は
ど

こ
か
。

A
教
育
部
長

　

年
代
別
の
利
用
者
が
記

録
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
。
20
代
の
落

ち
込
み
が
激
し
い
。

Q
新
た
な
施
策
と
し

て
※
読
書
通
帳
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長

　

読
書
に
対
す
る
動
機
づ

け
と
い
う
効
果
は
あ
る
と

思
う
。

　

他
自
治
体
の
事
例
を
調

査
し
な
が
ら
、
今
後
、
子

ど
も
読
書
推
進
委
員
会
で

の
議
題
と
し
て
検
討
し
て

い
く
。

Q
10
ヶ
月
検
診
時

に
、
絵
本
を
配
布

す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長

　

乳
幼
児
を
対
象
と
し
た

読
み
聞
か
せ
事
業
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
協

力
し
て
行
っ
て
い
る
。
絵

本
を
配
布
す
る
考
え
は
な

い
。Q

子
供
連
れ
で
も
、

気
兼
ね
な
く
本
を

選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長

　

平
日
の
午
前
中
は
利
用

者
が
少
な
い
。
気
軽
に
き

て
い
た
だ
け
る
時
間
と
し

て
啓
発
す
る
。

※
銀
行
の
通
帳
の
よ
う
に
、

自
分
で
読
ん
だ
本
を
記

録
し
て
い
く
も
の

そ
の
他
の
質
問

　

家
族
介
護
用
品
購
入
費

助
成
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

Ｑ
・ 

新
た
な
施
策
で
読
書

活
動
の
推
進
を

Ａ
・ 

他
自
治
体
の
事
例
を
調

査
し
な
が
ら
検
討
す
る

＼一般質問／

Q A&

本が待っているよ　図書室

とよやま議会だより　No.132　平成27年5月1日 10



TOYOYAMA
坪井 武成 議員

Ｑ・航空機関連企業誘致の考えは
Ａ・既存企業を支えていく

Q
町
の
発
展
を
期
待

し
望
み
を
託
し
て

い
る
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
初
飛
行

が
、
５
月
29
日
と
の
事
、

生
産
も
軌
道
に
乗
れ
ば
機

数
も
増
え
、
大
き
な
活
気

を
も
た
ら
す
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

以
前
に
も
聞
い
た
企
業

誘
致
の
問
題
、
本
町
は
条

件
的
に
、
最
適
の
位
置
。

土
地
利
用
で
き
る
地
域

は
、
青
山
の
高
添
、
松
張
、

神
明
以
外
に
な
い
。
開
発

行
為
は
で
き
な
い
か
。

　

第
４
次
総
合
計
画
で
は

航
空
宇
宙
産
業
の
強
化
育

成
と
し
て
、
土
地
の
有
効

活
用
、
そ
し
て
新
規
産
業

の
誘
致
を
う
た
っ
て
い

る
。
今
後
の
開
発
に
向
け

た
考
え
は
ど
う
か
。

A
平
成
24
年
度
に
企

業
立
地
推
進
基
礎

調
査
を
実
施
し
、
当
面
、

既
存
企
業
を
中
心
に
企
業

活
動
を
支
え
て
行
く
と
す

る
結
論
に
至
っ
た
。
従
っ

て
、
補
助
制
度
や
基
盤
整

備
を
伴
う
誘
導
施
策
に
よ

る
企
業
誘
致
は
考
え
て
い

な
い
。Q

長
年
未
整
備
で

あ
っ
た
町
道
53
号

線
（
高
添
松
張
）
の
道
路

が
完
成
し
、
感
謝
す
る
。

　

完
了
部
分
か
ら
先
は
狭

く
交
互
通
行
が
困
難
。
こ

の
状
態
で
放
置
は
で
き
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
地
主
さ

ん
の
ご
協
力
も
頂
く
こ
と

が
第
一
。

　

今
後
の
拡
幅
整
備
計
画

は
。A

町
道
53
号
線
は
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
、
地
域
の
骨

格
と
な
る
主
要
な
道
路
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

都
市
画
道
路
豊
山
春
日
井

西
春
線
の
開
通
後
は
、
北

名
古
屋
市
か
ら
の
抜
け
道

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
況
は
幅
員
約
７
ｍ
の

道
路
の
中
に
幅
3.5
ｍ
の
水

路
が
並
行
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
た
め
、
拡
幅
整
備

に
相
当
の
費
用
が
見
込
ま

れ
る
。

　

現
在
の
道
路
状
況
か
ら

具
体
的
な
整
備
計
画
は
な

い
。

Ｑ
・
町
道
53
号
線
の
拡
幅
延
長
を

Ａ
・
具
体
的
な
整
備
計
画
は
な
い

＼一般質問／

Q A&

航空関連企業の誘致に最適

とよやま議会だより　No.132　平成27年5月1日11



尾野 康雄 議員

Ｑ・通学路の白線点検整備を
Ａ・町道・下水道整備工事に併せて
 整備する

Q
豊
山
交
番
南
の
交

差
点
か
ら
、
志
水

小
学
校
に
向
か
い
南
へ
、

緑
色
の
カ
ラ
ー
舗
装
整
備

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

以
前
に
整
備
さ
れ
た
、

車
道
と
歩
道
を
区
別
す
る

白
線
は
、
長
い
範
囲
で
消

え
て
い
る
。
更
に
、
登
下

校
時
の
集
合
場
所
か
ら
小

学
校
へ
の
通
学
路
の
白
線

表
示
の
な
い
所
や
、
白
線

の
消
え
て
い
る
所
も
あ
る
。

　

多
く
の
児
童
が
集
う

「
し
い
の
木
」
周
辺
で
は
、

交
差
点
マ
ー
ク
も
消
え
た

所
が
あ
る
。

　

町
内
全
体
を
再
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
、
学
校
周

辺
の
道
路
整
備
は
早
急
な

対
処
が
必
要
で
あ
る
。

A
学
校
周
辺
の
通
学

の
道
路
標
示
が
薄

く
、
機
能
が
失
わ
れ
て
い

る
場
合
は
、
現
場
確
認
後

速
や
か
に
対
応
す
る
。

　

今
後
も
定
期
的
に
道

路
・
交
通
安
全
施
設
の
点

検
を
実
施
し
、
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
る
。

　

通
学
路
の
白
線
点
検
整

備
は
、
出
来
る
限
り
効
率

的
に
実
施
す
る
た
め
、
町

道
整
備
、
下
水
道
整
備
工

事
に
併
せ
て
実
施
す
る
。

Q
学
校
給
食
時
の
ト

レ
ー
使
用
を
再
度

検
討
願
う
。

　

低
学
年
児
童
に
は
、
こ

ぼ
す
な
ど
の
失
敗
も
あ
る

と
考
え
る
。
一
番
に
低
学

年
生
か
ら
、
衛
生
的
で
安

心
し
て
給
食
が
で
き
る
よ

う
な
環
境
の
整
備
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

A
ト
レ
ー

は
ナ
フ

キ
ン
と
比
較
す

る
と
、
食
べ
こ

ぼ
し
の
対
応
や

衛
生
面
で
優
れ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
量

的
に
か
さ
ば

り
、
か
つ
重
量

も
重
く
な
る
た

め
、
特
に
低
学

年
児
童
が
配
膳
準
備
を
す

る
際
に
負
担
が
大
き
く
な

る
。

　

ま
た
、
専
用
の
ト
レ
ー

洗
浄
機
や
消
毒
・
保
管
す

る
場
所
の
確
保
な
ど
も
必

要
に
な
る
た
め
、
新
た
な

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
・
給
食
時
に
ト
レ
ー
を

使
用
し
て
は

Ａ
・
導
入
は
考
え
て
い
な
い

＼一般質問／

Q A&

白線の消えかかった通学路

おかわりしたいなぁ　給食

とよやま議会だより　No.132　平成27年5月1日 12



TOYOYAMA
大口 司郎 議員

Ｑ・タウンバスの対応は
Ａ・地域交通網形成計画を推進する

Q
　

平
成
14
年
10
月
よ
り
あ

お
い
交
通
に
よ
る
委
託
運

行
が
始
ま
り
、
住
民
の
足

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。

　

栄
へ
の
延
伸
、
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
の
小
型
車
両
の

導
入
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
が
計
ら
れ
て
い
る
。

　

住
民
の
足
と
し
て
定
着

し
て
い
る
タ
ウ
ン
バ
ス
運

行
に
つ
い
て
、
利
用
者
よ

り
様
々
な
ご
意
見
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て

い
る
の
か
を
尋
ね
る
。

①
平
成
25
年
に
実
施
さ
れ

た
公
共
交
通
実
態
調
査

に
基
づ
く
、
ル
ー
ト
新

設
・
変
更
、
運
行
時
間

帯
等
、
見
直
し
は
あ
る

か
。

②
車
両
の
増
車
、
車
種
の

変
更
は
考
え
て
い
る

か
。

③
タ
ウ
ン
バ
ス
運
行
に
関

す
る
住
民
の
意
見
の
集

約
は
、さ
れ
て
い
る
か
。

A①地域
公
共
交
通
利
用
実

態
調
査
で
は
、
利
用
者

の
意
見
・
要
望
等
を
把

握
し
て
い
る
。
利
用
促

進
に
は
、
要
望
に
応
え

る
必
要
が
あ
る
一
方

で
、
公
共
交
通
の
役
割

は
、
町
民
の
移

動
手
段
の
確
保

で
あ
る
。

　
　

地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画

を
推
進
す
る
中

で
適
切
に
対
応

す
る
。

②
車
両
の
増
車
や

車
種
の
変
更

は
、
早
急
な
対

応
の
必
要
性
は

無
い
と
考
え

る
。

　
　

今
後
、
Ｍ
Ｒ

Ｊ
の
生
産
・
整

備
に
伴
い
ビ
ジ

ネ
ス
や
見
学
客

の
増
加
も
見
込

ま
れ
、
将
来
的

に
は
増
車
等
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

③
住
民
か
ら
の
意
見
集
約

は
、
よ
り
利
便
性
の
高

い
公
共
交
通
の
実
現
に

向
け
て
、
地
域
公
共
交

通
利
用
実
態
調
査
、
町

民
・
事
業
所
意
識
調
査
、

町
民
討
議
会
議
等
で
把

握
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
結
果
は
、
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
に

も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
　

今
後
も
町
民
に
親
し

み
愛
さ
れ
る
タ
ウ
ン
バ

ス
を
目
指
し
て
、
意
見

集
約
や
参
画
の
場
を
設

け
た
い
と
考
え
る
。

＼一般質問／

Q A&

愛されるタウンバス

とよやま議会だより　No.132　平成27年5月1日13



今村 一正 議員

Ｑ・大丈夫か
 名古屋空港テロ水際対策
Ａ・国、県、市町と連携し
 対策を行っている

Ｑ
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

 

住
民
へ
の
周
知
徹
底
を

Ａ
・ 

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
周
知
す
る

Q
イ
ス
ラ
ム
国
に
よ

る
テ
ロ
が
頻
発
し

て
い
る
。
名
古
屋
空
港
の

水
際
対
策
は
。

A
総
務
部
長

　

国
の
要
請
に
基
づ
き
県

は
、
市
町
や
諸
関
係
機
関

と
連
携
し
て
入
国
審
査
・

Ｘ
線
検
査
・
通
関
検
査
・

交
通
機
関
警
備
等
の
万
全

な
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
成

立
を
受
け
て
、
10
月
か
ら

事
業
が
開
始
と
な
る
。
住

民
に
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ

て
い
な
い
。
円
滑
な
推
進

の
た
め
に
聞
く
。

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

A
総
務
部
長

　

諸
手
続
き
が
正
確
で
早

く
な
る
。
添
付
書
類
が
不

要
に
な
る
。
身
分
証
明
書

に
利
用
で
き
る
。
正
確
な

課
税
・
給
付
・
公
平
・
公

正
社
会
を
実
現
で
き
る
。

Q
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

A
総
務
部
長

　

個
人
情
報
漏
洩
の
心
配

と
導
入
費
用
が
大
き
い
こ

と
。

　

情
報
保
護
対
策
は
、
十

分
に
行
う
。
費
用
は
国
の

補
助
を
受
け
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
町
の
費
用
と
な
る
。

Q
い
ろ
い
ろ
な
課
題

が
多
い
と
思
う
。

そ
の
対
応
は
。

A
総
務
部
長

　

既
に
検
討
会
議
は
設
置

済
み
。
全
町
一
丸
で
対
応

す
る
。Q

交
付
の
方
法
は
。

A
総
務
部
長

　

通
知
カ
ー
ド
に
、
同
封

の
申
請
書
を
窓
口
に
提

出
。通
知
カ
ー
ド
は
返
納
。

本
人
確
認
で
き
る
も
の
を

持
参
。
病
気
や
障
害
で
来

ら
れ
な
い
人
は
代
理
人
で

も
よ
い
。
住
基
カ
ー
ド
も

返
納
す
る
。

Q
個
人
番
号
カ
ー
ド

申
請
は
必
ず
す
る

の
か
。

A
総
務
部
長

　

希
望
者
の
み
だ
が
、
町

と
し
て
は
普
及
に
努
め
る
。

Q
有
効
期
限
は
。

A
総
務
部
長

　

20
歳
未
満
は
５
年
、
20

歳
以
上
は
10
年
で
あ
る
。

Q
カ
ー
ド
の
記
載
内

容
が
変
わ
っ
た
ら
。

A
総
務
部
長

　

２
週
間
以
内
に
窓
口
に

届
け
出
て
変
更
で
き
る
。

Q
住
民
へ
の
広
報
は
。

A
総
務
部
長

　

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

チ
ラ
シ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
・
出
前
講
座
な
ど
で
。

＼一般質問／

Q A&

万全な対策を取っている空港
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追跡追跡 あの時の

あの質問
どうなったあの答弁

予防医療に力を入れよ

答 弁

園児や小中学校の安全は
24 年 3 月 25 年 3 月

答 弁

今回は、24年3月、25年3月の質問が、その後、どうなったかを追跡しました。

特定検診日、がん検診日を拡大し、予防医療に力
を入れよ

見知らぬものが、保育園や小中学校へ入り込んだ
場合、危機管理上の対策はどうか

土曜日を一日増やす

どうなった

実践訓練や研修会を実施

どうなった

24年度、特定検診受診日は、10月の土曜日を
一日増やし、指定医療機関を42病院に拡大した

毎月、地震・火災及び不審者対応などの訓練や「さ
すまた」を使用した実践訓練を行っている

特定検診料が無料になる 定期的に訓練を行っている

26年度6月3日～12日、10月15日～18日
に行った。うち土曜日は２日間。指定医療機関は
41病院となっている。27年度より、特定検診
受診料が無料となる

地震・火災・不審者対応など定期的に訓練を行っ
ている。中学校はメール配信訓練を行った。26
年度、小中学校に防犯カメラを設置した。

議会広報コンクールに初参加
審 査 委員の的 確な講 評に感 謝

　昨年、「議会だより「とよやま」」No.128を第29回町村議会広報全国
コンクールに応募した。4名の審査委員から丁寧なコメントをいただいた。
　私達編集委員は、毎回、知恵を出し合い、見やすく、読みやすい内容とレ
イアウトを目指して編集に取り組んでいる。「一般質問」や「追跡」につい
ては、褒め言葉をいただき、予算の紙面については、助言があった。具体的
に適切な指摘をいただいた箇所については、学びなおし、これからの編集に
役立てていきたい。
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